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(ultrasound facilitated drug delivery 装置; UFD 装置)を作成した。水中において、UFD 装置か
ら発振される超音波を測定し、共振周波数を抽出した。さらに共振周波数における、入力電圧と、
装置からの出力音圧の関係を検討した。共振周波数を決定後、ラットの大脳半球に UFD 装置を
用いて色素注入を行った。①コントロール群、②252 KHz/30 V(周波数/入力電圧)群、③252 
KHz/60 V 群、④524 KHz/13 V 群、⑤524 KHz/30 V 群、⑥524 KHz/60 V 群の条件で 2% Evans 
blue 色素を 10 µL 注入した。それぞれ n=6 として実施した。色素注入後、ラット脳の連続切片
を作成し、Evans blue 色素の分布容積を算出し、各群の分布容積について One-way Anova 法に
て比較・検討した。 
また、5 mM ガドリニウム製剤(gadopentetate dimeglumine; Gd-DTPA)と Evans blue 色素を
混合したものを、同様の方法でラットの大脳半球に注入し、注入直後に 7 テスラ核磁気共鳴画像
（書式１２） 
(magnetic resonance imaging; MRI)を撮影し、MR 画像上の Gd-DTPA の分布と、MRI 撮影後
に脳を摘出して作製した、切片上の Evans blue 色素の分布容積の比較を行った。 
更にカニクイザルの大脳白質に超音波印加下に 1 mM Gd-DTPA と Evans blue 色素を混合し
たものを 300 µL 注入した。これを計 4 回行い、我々のグループから先行報告している CED 法
の分布容積との比較を行った。 
【結果】250～300 kHz帯と 520～540 kHz帯において、共振周波数が安定して測定された。また、
出力される音圧は入力された電圧と比例関係にあった。Fisher 344 ラット脳に色素注入後に算出
した分布容積は①群 25.4±3.52mm3(平均±標準偏差)、②群 37.17±7.05mm3、③群 53.03±





7 テスラ MRI を用いた評価では、Gd-DTPA の分布容積も UFD 群において有意に拡大した。
混合投与した Evans blue 色素の分布との比較では、MR 画像上の信号強度が、対側比(非注入
側)40%以上の信号強度の領域を Gd-DTPA 分布域と設定すると、Evans blue 色素の分布とほぼ
一致した。 
カニクイザルにおける、UFD法によるGd-DTPAの分布容積は 1209.8±193.6mm3であり、我々
のグループから先行報告したCED法の 568.6±141.0mm３よりも有意に分布容積を拡大した。 
【結語】UFD 法は、CED 法と比較し、薬物の分布容積を拡大する。共振周波数を用いた場合、
低周波数でより効果的に分布容積を拡大する。UFD 装置は中枢神経系疾患、とりわけ悪性神経
膠腫に対する有望な薬剤送達技術となりうる。 
 

